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1.はじめに 

 アルカリ骨材反応(以下，ASR)によって劣化したコンクリート部材の変形性状に関する実験を行う際に，反

応性骨材では長期間の暴露養生が必要となり，時間的制約が問題となる場合が考えられる．そこで，筆者らは

短期間で膨張する材料を対象として ASRの模擬を試みる研究を行っている．ASRでは，まず初期養生によっ

て強度が発現した後，反応性ゲルによる膨張が進行するとともに強度が低下する 1)ことから，強度発現と膨張

開始時期に着目した膨張特性について把握する必要がある． 

本報では，養生条件が膨張材料の膨張特性と圧縮強度特性に及ぼす影響について，モルタルを対象にした実験

を行った． 

2.実験概要 

2.1 配合・膨張材 

 本実験では，膨張材として珪酸質ガラスならびに石灰系膨張材を使用した．基本配合は，重量比で水：セメ

ント：細骨材=0.5：1：2.5とした．ガラス混入量は基本配合に対する細骨材の容積置換分とし，膨張材混入量

は 50kg/m3とした．なお，ガラスについては膨張反応の促進を目的に，配合水のアルカリ濃度が 1mol/lとなる

ように NaOHを添加 2)した． 

2.2 供試体概要 

 膨張量測定用の供試体は，図-1に示す 40×40×160mmのモルタルバーとし，側面中央部に膨張量測定用のコ

ンタクトチップを設置した．養生は，打設からの養生期間を総養生期間とし，20℃，RH70%の環境を 1 次養

生，40℃，RH95%の環境を 2次養生とする．供試体は打設から 24時間まで 20℃下で湿布養生を行った．なお，

1次養生は主に強度の発現を，2次養生は膨張の促進を目的としている．圧縮強度供試体は，φ50×100mmの円

柱供試体とした． 

2.3 測定項目 

 本実験では，表-2に示すように各養生条件での膨張量ならびに圧縮強度を測定した． 

膨張量測定には，ミクロンストレインゲージを用いた．2次養生中は温度上昇による膨張が考えられることか

ら 20℃で 5分間，供試体を静置した後に測定を行った． 

3.実験結果及び考察 

3.1 総養生期間と膨張量，2次養生期間と膨張速度 

 総養生期間と膨張量の関係を図-2に示す． 

ガラスは，1 次養生を 1日行った場合， 2次養生 1 週目に膨

張はほとんど見られず，2週目以降にほぼ一定の速度で膨張が進

行した．1次養生 14日では，2次養生 1週目で大きく膨張し，2

週目以降は 1次養生 1日とほぼ同じ膨張挙動を示した．  

石灰系膨張材は，1 次養生時には期間に関わらず膨

張がみられなかったが，2 次養生後に大きな膨張量を

示し，2 次養生 2 週目以降は膨張挙動が収束すること

がわかった． 

 図-3 は，2 次養生時における 1 週毎の膨張量(以下，

表-1 供試体条件 
膨張材 1次養生 2次養生 膨張量測定期間 圧縮強度養生期間

1日 29日 1,8,15,29日
14日 42日 14,21,28,42日
1日 29日 1,8,15,29日
14日 42日 14,21,28,42日
1日 29日 1,8,15,29日
14日 42日 14,21,28,42日
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図-1 供試体形状 
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膨張速度)を示す．ガラス供試体は，1 次養生 1 日で

は 1週目の膨張速度が非常に小さく，2週目以降に膨

張速度が急増している．3週目以降は減速傾向にある

ものの膨張材と比較して活発な膨張を示している．1

次養生 14 日では，1 週目の膨張速度が著しいが，2，

3週目は 1次養生 1日と比較して速度の減少量が大き

い．1次養生 1日と 14日の 4週目の膨張速度はほぼ

同じであった． 

石灰系膨張材供試体では，1 次養生期間に関わらず，

1週目に膨張速度は最大となった．1次養生 14日のほ

うが，同 1日よりも 2週目以降の膨張速度の減少が顕

著で，3週目ではほぼ 0となった． 

3.2 圧縮強度と膨張量，2次養生期間と圧縮強度 

 本節では，養生条件が変化した場合の圧縮強度と膨

張量の関係について検討した．図-4 に，2 次養生 14

日目時点での強度と膨張量の関係を示す．ガラスと膨

張材のいずれにおいても，1 次養生 1 日よりも同 14

日の供試体が 2 次養生中に大きな膨張量を示したこ

とから，長期間の 1次養生により強度を発現させた場

合に，膨張量が大きくなることがわかった．この要因

のひとつとして，長期養生によってモルタルが緻密な

構造になり，膨張ゲルが充填されるスペースが減少し

たことが考えられる．特に，ガラスでは，高アルカリ

条件下で行っているため 1次養生 14日間に生成され

たゲルが，2次養生後に吸水したことにより急激に膨

張したと考えられる． 

 次に，2次養生期間中の圧縮強度と膨張量の関係を

図-5 に示す．実際のアルカリ骨材反応では，コンク

リートが膨張すると強度は低下することが報告され

ているが，ガラス，石灰系の膨張材を用いた場合には

供試体の強度の増加に伴い膨張量も増加する傾向が

得られた． 
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図-3 2 次養生期間と膨張速度の関係 
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図-4 圧縮強度と膨張量の関係 

図-2 総養生期間と膨張量の関係 
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図-5 2 次養生期間と圧縮強度の関係 
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